
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
4
月
15
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く

未
来

　
　
　
　

講
師　

七
沢 

智
樹 

氏

　
　
　
　
　
　
　

杉
山　

 

彰 

氏

株
式
会
社
七
沢
研
究
所
は
、
I
B
M

等
に
技
術
提
供
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
開

発
会
社
を
母
体
と
し
て
、
甲
府
に
て

2
0
0
0
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今

で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
る
と
約

1
0
0
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
日
本
古
来
の
教
え
で
あ
る「
言
霊
」

の
考
え
方
と「
古
神
道（
神
祇
伯
王
家
）」

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
新
年
度

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
教
え
を
ベ
ー
ス
に
、
基
本
理
念
と
し

て
「
人
類
の
意
識
進
化
」
で
あ
り
、
そ

の
先
に
あ
る
「
新
社
会
創
造
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
人
類
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の

生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
そ
の
永
い

進
化
の
歴
史
の
中
で
も
、
ま
れ
に
み
る
、

進
化
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
進

※�

三
月
と
五
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と

な
り
ま
す
。

　

�

三
月
は
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

究
分
科
会
と
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
、

五
月
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
27
回
全
国
大
会
の
発
表
者
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
3
月
、
4
月
、　

　

5
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
3
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
2
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
33
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
7
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
29
年
9
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
二
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
1
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
報
告
Ⅰ

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ー
ブ
構
成
要
素
の

　

検
討（
3
）
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化
の
時
代
に
お
い
て
、
人
類
の
意
志
が

ど
の
よ
う
に
発
動
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、

人
類
が
拓
く
未
来
は
変
わ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
人
類
が
最
適
な
未
来
を

創
造
で
き
る
よ
う
に
、「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン

シ
ス
テ
ム（
言
語
周
波
数
発
振
装
置
）」

を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
さ
ら
に
は
「
ロ
ゴ

ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
」
が
も
た
ら
す
人

類
進
化
の
可
能
性
を
お
話
し
し
ま
す
。

※�

サ
イ
科
学
の
研
究
対
象
で
も
あ
る

「
言
霊
」、「
古
神
道
」
と
最
先
端
の

I
T
技
術
を
結
び
つ
け
た
希
有
な
装

置
を
開
発
さ
れ
た
研
究
所
の
2
人
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
興
味
深
い
お
話
を

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
は
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
七
沢
智
樹
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
9
年
鳥
取
生
ま
れ
。

2
0
0
3
年
京
都
大
学
農
学
部
卒
業
。

意
識
を
覚
醒
さ
せ
る
実
験
音
楽
探
求
、

西
表
島
の
原
生
林
で
生
活
の
後
、
公
認

会
計
士
と
し
て
活
動
。

2
0
1
0
年
よ
り
七
沢
研
究
所
に
て

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
等
の
研
究
開
発
。

LO
GO

SO
LO

GY

研
究
会
を
主
宰
し
、

概
念
装
置
と
し
て
、
言
語
空
間

－

創
造

の
パ
ラ
ダ
イ
ム

－

階
層
間
移
動

－

五
階

層
思
考

－

時
空
創
造

－

情
緒
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー

－

次
元
宇
宙
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を

提
唱
。

著
書
：N

igi

真
話
、
ロ
ゴ
ス
タ
デ
ィ
モ

デ
リ
ン
グ
等
。

◎
杉
山
彰
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
卒
。

1
9
7
4
年
、（
株
）タ
イ
ム
に
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
入
社
し
、
10
年
間
勤

務
し
た
後
、
杉
山
彰
事
務
所
を
主
宰
。

1
9
9
0
年
、
株
式
会
社
J
C
N
研

究
所
を
設
立
。
七
沢
研
究
所
の
前
身
の

会
社
で
研
究
開
発
に
従
事
。

1
9
9
5
年
、
松
下
電
器
産
業
（
株
）

開
発
本
部
・
映
像
音
響
情
報
研
究
所
の

コ
ン
セ
プ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
顧
問
契

約（
技
術
支
援
業
務
契
約
）を
締
結
。

2
0
1
3
年
よ
り
、
株
式
会
社
七
沢

研
究
所
に
て
研
究
開
発
に
従
事
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
27
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ

ー
マ
：
水
と
健
康
）が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な

発
表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
7
」
末
頁
の「
サ

イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く
読

ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

陰
陽
の
法
則
で
読
み
解
く

2
0
1
8
年
以
降
の
日
本
と
世
界

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

日
時　

平
成
30
年
3
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て

み
よ
う

　
　
　
　

講
師　

藤
野　

浩
司 

氏

�

（
ヒ
ー
リ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
理
事
）
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日
時　

平
成
30
年
4
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

音
楽
を
楽
し
む
と
は

～
音
響
工
学
者
と
し
て
、
そ
し
て

演
奏
家
と
し
て
～

　
　
　
　

講
師　

木
村　

陽
一 

氏

日
時　

平
成
30
年
5
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
30
年
3
月
24
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3�

交
通　

�
地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所
」

駅
下
車　

徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
・
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
2
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

に
よ
る
P
K
測
定
と
P
K
発
信
・

防
御
法
+
「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
占
星

学
」

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

1
9
9
0
年
代
に
瀬
尾
氏
が
開
発
し

た「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」は
、

一
般
人
レ
ベ
ル
の
P
K（
念
動
力
）
と

E
S
P
（
超
感
覚
的
知
覚
）
を
敏
感
に

測
定
で
き
ま
す
。

今
回
は
ゲ
ー
ム
形
式
で
、
得
点
を
上

げ
る
コ
ツ
を
聞
い
て
か
ら
、
ま
ず
参
加

者
の
皆
さ
ん
数
名
の
P
K
能
力
を
測
定

し
、
優
勝
者
を
決
め
ま
す
。

ま
た
他
の
方
も
瀬
尾
氏
の
制
作
し
た

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
P
K
能
力
を
測
定

し
ま
す
。

自
分
の
P
K
能
力
に
自
信
の
あ
る
方

は
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
運
命
を
向
上
す
る
た
め

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
P
K
の
発
信
法
と
、

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
、
誰
か
か
ら
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
念
が
き
た
と
き
の
完
璧
な

防
御
法
を
解
説
致
し
ま
す
。

1
9
7
0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
占

星
学
者
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
氏
が
創
始
し

た
「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
」
理
論
を
土
台
に

し
て
、
瀬
尾
氏
が
考
案
し
た
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
は
、
各

「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
チ
ャ
ー
ト
」
が
形
成

す
る
“
円
形
定
常
波
”
の
強
さ
を
数
値

化
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
才
能
を

よ
り
深
く
診
断
で
き
る
も
の
で
す
。

今
回
は
こ
の「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
」理
論

と
チ
ャ
ー
ト
診
断
を
有
名
人
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
も
含
め
て
分
か
り
や
す
く
解

説
し
、
休
憩
時
間
に
で
き
る
だ
け
多
く

の
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
パ
ソ
コ
ン

画
面
に
出
し
て
、
ス
マ
ホ
等
で
写
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
講
義
で
各
人
の

チ
ャ
ー
ト
の
見
方
も
解
説
致
し
ま
す
。

今
後
の
生
活
に
大
い
に
役
立
つ
内
容

で
す
の
で
、
是
非
興
味
を
も
っ
た
会
員

の
皆
様
は
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
30
年
3
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



第
33
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ「
超
能
力
と
健
康
」

日
時　

平
成
30
年
3
月
31
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場�　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員�

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
7
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分

科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
5
月
13
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

演
題

「
怪
」
講
談
師
が
語
る
怪
談
の

世
界

　
　
　
　

講
師　

神
田　

山
緑 

氏

◎
神
田
山
緑
氏
の
プ
ロ
フ
ー
ル

　

25
歳
の
と
き
に
、
鹿
島
神
宮
で
神
秘

的
な
体
験
を
す
る
。
そ
れ
を
機
に
、
見

え
な
か
っ
た
世
界
が
見
え
る
よ
う
に
な

り
、
神
職
の
資
格
を
と
っ
た
次
の
日
に
、

講
談
師
神
田
す
み
れ
の
弟
子
に
な
る
。

怪
談
を
得
意
と
し
て
読
み
、
2

�
0
�1�

4
年
中
野
区
観
光
大
使
就
任
、
2

�
0
�1�

6
年
よ
り
N
H
K
カ
ル
チ
ャ
ー
講
師
、

2
0
1
8
年
3
月
真
打
昇
進
。

東
洋
大
学
・
清
泉
女
子
大
学
・
文
教

大
学
特
別
講
師
。

講
演
内
容

・
講
談
と
は

・
怪
談
の
物
語
の
説
明

・
霊
現
象
の
解
説

・
怪
談
を
読
ん
で
み
よ
う（
ワ
ー
ク
）

・
怪
談
一
席
披
露

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に

つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　

講
師　

石
川　

允
朗 

氏

古
代
の
日
本
に
お
け
る
死
者
に
対
し

て
の
埋
葬
方
法
を
見
て
み
ま
す
と
、
一

つ
は
屈
葬
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
い
く

つ
か
の
目
的
が
あ
る
と
理
解
し
て
お
り

ま
す
が
、
一
つ
に
は
胎
児
の
形
を
と
っ

て
埋
葬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
を
祈

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
屈

葬
で
は
、
石
を
抱
か
せ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
が
、
死
者
が
蘇
っ
て
き
て
、
祟

る
の
を
恐
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

宗
教
に
お
け
る
あ
の
世
と
い
う
の
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
申
し
ま
す
と
、

仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
や
他
の
宗
教
に
よ

っ
て
解
釈
は
違
い
ま
す
が
、
地
獄
・
極

楽
が
あ
る
と
か
、
輪
廻
転
生
す
る
と
か

し
な
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
唱
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
日
本
の
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
に
お
い
て
は
、
人
間
は
死
ね
ば
無

で
あ
っ
て
、
魂
の
転
生
は
な
い
、
と
い

う
の
が
通
説
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
人
間
は
転
生
す
る
の
か
、
死
後

の
世
界
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
、
い
く
つ
か
の
検
証
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

死
生
観
に
つ
い
て

・
人
間
だ
け
で
な
く
、
生
物
は
生
ま
れ

た
瞬
間
か
ら
死
へ
の
時
期
を
探
す
た
め

の
生
活
を
営
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
動
物
の
死
で
み
る
と
、
他
の
生
物

の
た
め
の
餌
と
し
て
、
戦
い
に
よ
る
も

の
、
傷
病
に
よ
る
も
の
、
ま
た
人
間
だ

け
に
存
在
す
る
他
の
動
物
に
は
見
ら
れ

な
い
自
殺
等
数
多
く
の
死
に
至
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

・
死
ぬ
ま
で
の
間
、
つ
ま
り
生
き
て
い

る
今
日
で
の
日
本
人
の
平
均
余
命
は
、

栄
養
状
態
、
社
会
衛
生
環
境
の
向
上
や
、

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
か
ら
改
善
さ
れ

た
た
め
か
、
男
性
80
・
21
歳
で
、
女
性

は
世
界
長
寿
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
86
・
61

● ❹●



歳
と
男
女
合
わ
せ
て
80
歳
以
上
の
長
寿

で
す
が
、
寿
命
の
く
る
そ
れ
ま
で
は
、

生
き
て
い
く
た
め
に
知
恵
と
感
情
、
そ

し
て
理
性
の
意
識
体
を
働
か
せ
、
生
ま

れ
持
っ
た
因
縁
を
果
た
し
な
が
ら
生
き

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
本
来
人
間
は
、
1
5
0
歳
と
か
2
�0�

0
歳
ま
で
長
生
き
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
此
の
世
で
の
ス
ト
レ
ス
、

病
気
、
事
故
等
に
よ
り
、
寿
命
を
縮
め

て
て
し
ま
う
の
が
現
実
で
す
。

寿
命
を
縮
め
る
病
気
に
よ
る
死
因

（
平
成
23
年
度
厚
労
省
統
計
）

1
位　

ガ
ン��

30
%��

40
～
80
歳
に
多
い

2�

位　

心
疾
患��

16
%��

50
～
80
歳
に

多
い���

3
位　

脳
血
管
疾
患��

11
%��

年
齢
全
体

4
位　

肺
炎��

10
%��

60
歳
以
上
に
多
い

5
位　

老
衰��

3
%��

85
歳
以
上

ス
ト
レ
ス
を
原
因
と
す
る
主
な
疾
病

心
身
症
と
し
て
胃
・
十
二
指
腸
潰

瘍
・
過
敏
性
大
腸
炎
・
自
律
神
経
失
調

症
か
ら
心
臓
病
と
多
く
の
疾
病
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
区
分
け
順
位

①
配
偶
者
の
死

②
離
婚

③
別
居

④
近
親
者
の
死

⑤
ケ
ガ
・
病
気

こ
れ
ら
の
死
亡
原
因
の
誘
因
と
な
る

生
活
習
慣
病
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
と
か

肥
満
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
こ
の
生
活
習
慣
病
を
、
例

え
ば
タ
バ
コ
を
止
め
る
、
過
度
の
飲
酒

と
か
運
動
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
発
症

リ
ス
ク
、
つ
ま
り
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
聞
の
人
生
相
談
に
、
健
康
な
者
で

も
、
夫
婦
の
相
方
が
亡
く
な
る
と
か
、

子
供
が
巣
立
つ
、
孫
な
ど
と
の
家
族
と

の
接
点
も
薄
く
な
っ
て
く
る
と
、「
淋
し

い
、
人
生
が
つ
ま
ら
な
い
」な
ど
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
答
え
は
、
当
然
で
す
が
、「
何

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
ら
」
と
か
、

「
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
友
人
を
作
れ

ば
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
れ
は
悩
ん
で
い
る
者
へ
の
正
解
、

指
導
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

正
解
と
は
、
こ
こ
で
述
べ
る
よ
う
に
、

「
人
間
は
何
故
か
ら
生
ま
れ
、
死
ん
で
何

処
へ
行
く
の
か
、
行
く
そ
の
先
の
世
界

は
存
在
す
る
の
か
、
そ
こ
に
地
獄
・
極

楽
は
あ
る
の
か
、
輪
廻
転
生
は
あ
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
、
ま
だ
肉
体
が
元

気
に
活
動
で
き
る
、
脳
で
考
え
る
余
力

の
あ
る
う
ち
に
学
び
、
次
の
世
界
の
た

め
に
準
備
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の

で
あ
り
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
入
る
こ

と
が
残
さ
れ
た
人
生
に
大
切
な
の
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き

た
目
的
を
、
現
世
的
肉
体
の
要
求
だ
け

を
求
め
る
た
め
に
、
忘
失
し
た
か
ら
の

結
果
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
う
い
う
人
達
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

と
か
施
設
に
入
居
し
て
、
そ
こ
を
自
分

の
「
終
の
棲
家
」
に
す
る
傾
向
が
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
安
住
が
出
来
て
、
ピ
ン
ピ

ン
コ
ロ
リ
と
死
ね
る
終
の
棲
家
を
求
め

る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

今
の
自
分
の
願
望
を
中
心
に
し
た
考
え

で
あ
り
、
先
祖
か
ら
流
れ
て
い
る
業
、

カ
ル
マ
、
因
縁
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
未

来
永
劫
と
続
く
魂
の
遍
歴
を
知
ら
ぬ
が

故
の
考
え
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

死
後
の
世
界
／
黄
泉
の
国
と
根
の
国

日
本
の
古
代
で
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、

奈
良
時
代
7
1
2
年
に
稗
田
阿
礼
と
太

安
万
侶
に
よ
り
筆
録
さ
れ
た
古
事
記
に

は
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
死
ん
で
、
あ
の
世
で

あ
る「
黄
泉
の
国
」に
居
る
の
を
、
イ
ザ

ナ
ギ
が
連
れ
て
帰
ろ
う
と
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
が
、
そ
れ
は
穢
れ
た
も
の
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

古
代
の
日
本
人
は
死
ぬ
こ
と
で
黄
泉
の

国
の
世
界
へ
行
く
が
、
死
は
悲
し
み
と

穢
れ
、
地
獄
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、
と
み
ら
れ
る
死
後
の
世
界

に
つ
い
て
の
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
や
は
り
あ
の
世
で
あ
る

「
根
の
国
」
に
居
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ

ト
に
も
記
載
が
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
現
世
と
同
じ

よ
う
な
生
活
を
し
て
い
て
、
大
国
主
の

●❺ ●



別
名
、
大
穴
牟
遅
命
（
お
お
な
む
ぢ
）

は
、
そ
こ
の
世
界
を
行
き
来
す
る
だ
け

で
な
く
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
娘
、

須
世
理
毘
売
（
ス
セ
リ
ビ
メ
）
を
嫁
に

迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
記
録
は
、
古
代
に
お
け
る
日
本

人
は
、
人
間
が
死
後
の
世
界
を
行
き
来

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
を
知
っ
て
い
て
、

あ
の
世
の
記
憶
も
か
な
り
鮮
明
に
持
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
へ
の
仏
教
伝
来
は
5
3
8
年
の

欽
明
天
皇
の
時
代
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
日
本
古
来
か
ら
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、

道
教
、
仏
教
等
が
混
宗
さ
れ
て
、
古
事

記
な
ど
の
上
記
の
よ
う
な
黄
泉
の
国
、

高
天
原
、
天
国
・
地
獄
の
考
え
方
と
か

あ
の
世
の
世
界
観
が
あ
る
程
度
確
立
さ

れ
て
、
普
及
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

人
は
こ
の
世
で
は
神
の
子
と
し
て
生

ま
れ
て
い
る
の
で
、
死
後
は
そ
の
神
の

世
界
へ
帰
幽
隔
離
を
す
る
の
で
、
死
は

穢
れ
と
し
て
み
て
い
て
、
神
社
で
は
葬

儀
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、天
国
・

地
獄
の
世
界
に
つ
い
て
も
説
か
れ
て
い

な
い
よ
う
に
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。

終
活
が
静
か
な
ブ
ー
ム
の
意
味

人
生
の
最
期
を
迎
え
る
た
め
の
締
め

く
く
り
と
し
て
の
活
動
、
い
わ
ゆ
る
終

活
が
静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
納
棺
師
の
あ
る
方
は
、「
最
初
死
と

は
、
遠
い
延
長
線
上
に
あ
る
現
象
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
は
死
と
は
自
然
で
、

極
当
た
り
前
の
現
象
で
あ
り
、
納
棺
の

時
に
そ
の
人
の
生
き
方
が
現
さ
れ
て
い

る
」と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

亡
く
な
れ
ば
肉
体
も
意
識
も
全
て
な

く
な
り
、
無
で
あ
る
と
基
本
的
に
考
え

て
い
る
が
、
死
へ
の
恐
れ
、
苦
し
み
が

意
識
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
は
過
去
に
何

回
も
死
ん
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
い
る
か
ら
、
気
持
ち
の
中
に
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

死
後
は
何
も
無
い
か
ら
、
葬
儀
と
か

お
墓
な
ど
に
埋
葬
さ
れ
る
と
か
、
さ
れ

な
い
と
か
の
行
為
は
、
本
来
自
分
が
知

る
よ
し
も
無
い
の
で
す
が
、
人
は
自
分

は
ど
の
よ
う
に
死
後
祀
ら
れ
る
の
か
な

ど
の
不
安
と
、
毎
日
お
祀
り
し
て
欲
し

い
と
の
欲
求
を
も
っ
て
い
ま
す
。

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

仏
教
の
側
か
ら
見
る
と
、
釈
迦
の
生

存
し
仏
教
が
広
ま
っ
た
時
代
背
景
を
見

る
と
、
イ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に

争
い
、
紛
争
が
生
じ
て
お
り
、
農
業
技

術
も
十
分
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
大

衆
の
人
々
の
生
活
は
食
べ
物
、
医
療
、

生
活
環
境
全
般
的
に
、
今
の
時
代
で
は

想
像
も
つ
か
な
い
程
に
、
困
難
な
時
代

で
あ
り
、
そ
の
生
活
か
ら
救
わ
れ
た
い

と
の
願
い
が
強
く
、
多
く
の
宗
教
が
起

こ
り
、
結
果
と
し
て
釈
迦
が
唱
え
た
仏

教
が
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

釈
迦
入
寂
後
、
7
0
0
年
後
に
ナ
ー

ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
ら
に
よ
り
、
大
乗
仏
教

の
思
想
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
人
々
の
苦
を
救
い
成
仏
さ
せ
る
と

い
う
、
大
乗
の
視
点
か
ら
の
釈
迦
の
教

え
で
あ
る
菩
提
心
を
す
す
め
る
も
の
で

あ
り
、
人
々
は
積
善
を
積
む
こ
と
に
よ

り
、
死
後
に
お
い
て
は
極
楽
浄
土
に
行

く
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
成
仏

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
え
が
、
当
時
の
苦
し
い
生
活

を
送
る
人
々
の
助
け
の
後
押
し
に
な
っ

た
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
釈
迦
は
、
6
0
0
0
回
の
輪
廻

転
生
を
繰
り
返
し
、
そ
の
転
生
ご
と
に

難
行
苦
行
を
続
け
、
高
度
の
悟
り
を
開

き
、
一
切
衆
生
・
・
・
人
々
の
苦
し
み

を
救
お
う
と
し
た
教
え
を
学
ぶ
こ
と
で
、

我
も
仏
と
な
れ
る
・
・
・
つ
ま
り
成
仏

で
き
る
と
理
解
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

し
か
し
こ
こ
で
言
え
る
の
は
、
釈
迦

が
輪
廻
転
生
を
繰
り
返
し
た
け
れ
ど

も
、
大
衆
で
あ
る
人
々
に
つ
い
て
の
前

世
や
転
生
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
経
典

で
は
見
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
現

実
で
す
。
死
後
の
行
き
先
で
あ
る
地

獄
・
極
楽
に
つ
い
て
は
、
仏
教
普
及
の

た
め
の
後
世
の
説
と
考
え
ら
れ
、「
悪
い

こ
と
を
す
る
と
、
地
獄
に
行
く
ぞ
、
い

い
こ
と
を
し
た
ら
極
楽
に
行
け
る
ぞ
。」

と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
す
が
、
極
楽
に

行
く
具
体
的
な
方
法
・
手
段
、
ま
た
現

世
へ
の
輪
廻
転
生
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
が
ち
ょ
っ
と
見
受
け
な
か
っ
た
。

生
物
学
的
に
「
生
き
る
、
生
命
活
動
を

営
む
」

人
間
に
は
60
兆
個
の
細
胞
が
あ
り
、

人
体
の
生
体
の
微
弱
電
流
に
よ
る
脳
か

ら
の
指
令
の
も
と
、
そ
れ
ら
が
互
い
に

連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

だ
が
そ
こ
で
、
そ
の
幾
つ
か
の
細
胞

間
と
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
利
か
な
く
な

り
、
病
気
、
ガ
ン
、
な
ど
の
発
生
を
導

き
、
最
悪
の
場
合
は
細
胞
死
（
ア
ポ
ト

ー
シ
ス
）、
即
ち
死
亡
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
骨
格
か
ら

始
ま
り
、
筋
肉
組
織
、
循
環
器
系
か
ら
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消
化
器
系
、
呼
吸
器
系
、
泌
尿
器
系
、

内
分
泌
系
、
神
経
系
そ
し
て
感
覚
器
系

と
多
く
の
組
織
ま
で
に
伝
達
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
重
要
な
働
き
の
部
分
は

交
感
神
経
、
副
交
感
神
経
で
あ
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で
、
副
交
感
神
経

が
優
位
と
な
っ
て
、
全
身
の
細
胞
へ
安

定
し
た
活
動
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

長
寿
者
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子

人
間
の
体
の
60
兆
の
各
細
胞
に
は
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
さ
は
、
0
・
5
ミ
ク
ロ
ン
の

長
さ
で
、
全
て
の
好
気
的
真
核
生
物
の

細
胞
に
含
ま
れ
、
人
や
動
物
の
細
胞
内

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
て
い
る
細

胞
内
小
器
官
で
、
1
個
の
細
胞
内
に
数

百
か
ら
数
千
個
も
あ
る
。

つ
ま
り
人
体
に
は
、
60
兆
個
の
細
胞

が
あ
る
の
で
、
数
百
兆
か
ら
数
千
兆
個

の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

こ
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
主
要
な
機

能
は
、
電
子
伝
達
系
に
よ
る
酸
化
的
リ

ン
酸
化
に
よ
る
A
T
P
（
ア
デ
ノ
シ
ン

三
リ
ン
酸
：
人
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

る
物
質
）の
産
生
で
す
。

細
胞
の
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ほ
と
ん
ど
は
、
直
接
、
あ
る
い
は
間

接
的
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
か
ら
A
T
P

の
形
で
供
給
さ
れ
ま
す
。

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
そ
れ
以
外
に
も

多
く
の
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
ス
テ
ロ

イ
ド
や
ヘ
ム
の
合
成
な
ど
を
含
む
様
々

な
代
謝
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
の
細
胞
内

濃
度
の
調
節
、
細
胞
死
で
あ
る
ア
ポ
ト

ー
シ
ス
の
調
節
な
ど
に
も
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

東
大
医
学
部
の
門
脇
孝
氏
が
述
べ
て

い
ま
す
が
、
長
寿
者
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
遺
伝
子
と
、
一
般
患
者
と
の
全
塩
基

配
列
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
5
カ
所
の

違
い
が
あ
り
、
な
か
で
も
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
D
N
A
の
5
1
7
8
番
目
の
塩

基
の
［
シ
ト
シ
ン
：
C
］
が
、［
ア
デ
ニ

ン
：
A
］
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
多
型

（
M
t
5
1
7
8
C
→
A
）
が
多
く
百

寿
者
に
見
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
人
の
［
M
t
5
1
7
8
A
］
型

の
頻
度
は
40
%
で
す
が
、
百
寿
者
（
37

例
）
の
62
%
が
［
M
t
5
1
7
8
A
］

型
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

［
M
t
5
1
7
8
A
］
型
を
持
っ
て
い

る
人
は
、［
M
t
5
1
7
8
C
］
型
を

持
っ
て
い
る
人
と
比
べ
て
、
成
人
発
症

性
疾
患
に
罹
り
に
く
い
。

エ
ド
ガ
ー
ケ
ー
シ
ー
に
高
齢
者
が

「
歳
を
と
っ
て
も
元
気
に
な
る
方
法
は
何

で
す
か
?
」
と
質
問
し
た
ら
、「
気
持
ち

の
持
ち
よ
う
で
元
気
に
な
れ
る
」
と
い

う
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

そ
れ
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
元
気

だ
と
伝
え
る
と
、
人
間
の
体
は
体
温

36
・
5
度
を
維
持
で
き
ま
す
し
、
元
気

が
な
い
と
い
う
と
36
度
に
下
が
っ
て
、

冷
え
性
に
な
り
、
病
気
に
罹
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
や
は
り
も
の
の
考
え
方
に

よ
っ
て
、
人
生
も
変
わ
り
ま
す
し
、
肉

体
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

気
持
ち
が
元
気
で
あ
れ
ば
、
幽
体
に

も
良
い
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
し
、

オ
ー
ラ
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
と
思

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
健
康
で
な
か
っ
た
り
、
く

よ
く
よ
思
う
よ
う
な
生
活
で
あ
れ
ば
、

幽
体
は
色
も
変
わ
る
し
、
オ
ー
ラ
も
傷

が
付
い
た
り
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
現
在
の
日
常
生
活
の
あ

り
方
が
、
今
後
の
死
後
の
世
界
で
居
る

場
所
、
そ
し
て
次
の
転
生
へ
に
も
大
き

く
影
響
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

心
霊
的
に
こ
の
世
で
生
き
る

胎
児
が
母
胎
に
宿
り
、
妊
娠
を
し
て

3
ヶ
月
を
経
る
と
、
そ
の
胎
児
を
守
護

す
る
霊
が
広
い
意
味
で
の
先
祖
霊
で
あ

る
類
魂
が
定
め
ら
れ
て
、
胎
児
は
一
つ

の
魂
と
し
て
、
母
胎
に
宿
る
。
従
っ
て
、

三
か
月
を
過
ぎ
て
堕
胎
を
す
る
と
、
類

魂
の
使
命
が
阻
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

胎
児
が
出
産
し
て
成
長
す
る
に
従
い
、

そ
の
守
護
の
霊
は
、
そ
の
者
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
守
護
霊
も
共
に
学
び
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
守
護
霊
と
は
、
亡
く
な
っ
て
4

0
0
年
～
5
0
0
年
ほ
ど
経
た
先
祖
の

中
か
ら
、
自
分
に
付
く
方
で
あ
り
、
男

性
に
は
男
性
の
守
護
霊
が
、
女
性
に
は

女
性
の
守
護
霊
が
付
く
場
合
が
多
い
。

そ
の
者
が
成
長
す
る
た
め
に
は
、
守

護
霊
を
含
め
た
先
祖
か
ら
の
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
流
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

も
し
流
れ
て
こ
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
点

で
そ
の
肉
体
は
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

人
間
の
肉
体
は
、
肉
体
と
霊
魂
、
そ

し
て
い
ま
述
べ
た
先
祖
か
ら
の
生
命
の

流
れ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
一
つ
が
欠

け
て
も
生
命
維
持
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
能
と
欲
望
か
ら
の
因
縁
／
死
生
観
の

意
義
と
疑
問

動
物
に
は
三
大
本
能
と
し
て
、
食
べ

る
こ
と
、
睡
眠
を
と
る
こ
と
、
子
孫
を

繁
殖
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
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て
、
人
間
以
外
の
動
物
で
は
必
要
以
上

の
要
求
は
せ
ず
、
本
能
に
従
い
生
命
活

動
を
し
て
い
る
が
、
人
間
の
場
合
で
は
、

こ
れ
ら
へ
の
願
望
が
よ
り
強
く
欲
望
と

ま
で
な
り
、
そ
れ
は
食
欲
と
な
り
、
睡

眠
欲
、
性
欲
と
な
っ
て
際
限
な
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

人
間
は
際
限
な
く
本
能
か
ら
の
欲
望

を
満
た
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
欲
望
が
結
果
と
し

て
争
い
、
恨
み
、
つ
ら
み
を
生
じ
、
前

世
か
ら
の
多
く
の
因
縁
の
上
に
、
さ
ら

に
新
し
く
因
縁
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
生
命
の
長
短
、
死
後
の

世
界
へ
の
居
場
所
、
そ
し
て
来
世
で
の

生
ま
れ
変
わ
る
環
境
に
大
き
く
影
響
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
死
生
観
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
が
、
死
を
通
し
て
生

き
て
い
る
今
の
自
分
が
、
ど
の
よ
う
な

環
境
下
で
生
活
し
て
い
る
の
か
、
ど
の

よ
う
に
そ
の
中
で
生
活
を
送
れ
ば
い
い

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
見
つ
め
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
様
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

①
生
き
て
い
る
こ
と
と
そ
の
意
義

②
死
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
の
意
義

③�

死
は
無
な
の
か
、
そ
れ
と
も
死
後
の

世
界
は
あ
る
の
か

④�

生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
輪
廻
転
生
は

あ
る
の
か

人
間
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て

理
解
を
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
人
生
観

は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
し
、

そ
れ
に
よ
り
自
分
が
来
世
で
置
か
れ
る

環
境
を
考
え
る
か
ら
、
今
の
日
常
生
活

の
在
り
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
来
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

よ
く
私
は
人
か
ら
前
世
の
事
や
来
世

の
事
を
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
私
は
こ

う
答
え
ま
す
。

「
今
、
貴
方
は
幸
せ
で
す
か
?�

楽
し
い

で
す
か
?�

苦
し
い
で
す
か
?�

病
気
で

す
か
?
」と
聞
け
ば「
前
世
は
こ
う
で
し

た
よ
ね
。」と
分
か
り
ま
す
し
、「
今
、
貴

方
は
幸
せ
で
す
か
?�

楽
し
い
で
す
か
?�

苦
し
い
で
す
か
?�

病
気
で
す
か
?�
ど

う
い
う
よ
う
に
し
た
い
ん
で
す
か
?
」

と
聞
け
ば「
来
世
は
こ
う
な
る
で
し
ょ

う
」と
答
え
ら
れ
ま
す
。

結
局
、
前
世
も
来
世
も
今
の
自
分
が

決
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
次
回
へ
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
二
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
点
穴
武
術
気
功
」と
は

～
実
践
気
功
と
人
体
の
関
係
～

　
　
　
　

講
師　

葛く
ず

村む
ら　

和か
ず

弘ひ
ろ 

氏

（�

上
地
流
空
手
道
連
盟
会
長
。
上
地
流

唐
手
術
免
許
皆
伝
印
可　

範
士
10
段
。

点
穴
武
術
気
術
指
南　

師
博
）

と
き　

：
平
成
29
年
11
月
18
日

と
こ
ろ
：
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

葛
村
和
弘
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

中
世
自
由
都
市
堺
の
豪
商
、
葛
屋（
つ

づ
ら
や
）
目
附
隠
居
葛
村
家
の
長
女
葛

村
久
子
と
伊
達
藩
、
虎
の
門
の
重
職
岡

田
光
一
の
末
っ
子
岡
田
虎
若
と
の
養
子

縁
組
が
な
さ
れ
目
附
隠
居
葛
村
家
の
長

男
と
し
て
1
9
4
4
年
に
誕
生
。
葛
村

家
・
岡
田
家
の
一
族
は
豊
臣
、
徳
川
家

の
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
参

戦
、
ま
た
幕
末
か
ら
明
治
維
新
、
明
治

新
政
府
に
貢
献
す
る
な
ど
歴
史
の
醍
醐

味
を
見
聞
し
て
き
た
一
族
と
し
て
知
ら

れ
る
。
江
戸
城
無
血
開
城
の
立
役
者
で

大
阪
府
初
代
知
事
、
後
藤
象
二
郎
は
親

戚
筋
で
葛
村
家
に
在
宅
、
二
階
建
て
馬

車
で
官
庁
へ
赴
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
三

菱
創
始
者
、
岩
崎
弥
太
郎
も
江
戸
時
代
、

葛
村
家
に
在
住
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
、

父
親
か
ら
武
士
道
の
心
得
を
教
わ
り
武

道
の
道
へ
。
現
在
で
は
、
武
士
道
で
の

究
極
の
奉
仕
の
心
を
も
っ
て
、
企
業
の

経
営
指
導
や
元
気
に
生
き
て
も
ら
う
た

め
の
点
穴
武
術
気
功
指
南
、
後
進
の
育

成
な
ど
幅
広
く
活
躍
、
施
術
活
動
な
ど

社
会
貢
献
に
努
め
て
い
る
。

点
穴
武
術
気
功
指
南（
施
術
）は
、
血

液
の
流
れ
に
対
し
熱
を
入
れ
る
こ
と
で

人
体
の
細
部（
枝
の
部
分
）
を
改
善
し
、

痛
み
や
悩
み
を
軽
減
す
る
こ
と
で
元
気

に
、
そ
し
て
楽
し
い
気
持
ち
に
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
脳

内
麻
薬
の
分
泌
が
促
進
す
る
こ
と
も
わ

か
っ
て
お
り
、
被
験
者
は
体
調
不
安
か

ら
解
放
さ
れ
、
自
己
治
癒
力
を
高
め
、

元
気
で
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
免
疫
力
が
ア
ッ
プ

す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
講
演
は
、
二

人
の
施
術
者
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン（
1
人
約
20
分
）と
並
行
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

上
地
流
唐
手
は
、
上
地
完
文
が
パ
ク

ガ
イ
ヌ
ー
ン
拳
法
を
中
国
、
福
建
省
福

● ❽●



清
で
シ
ュ
ー
サ
ブ
師
博
に
直
伝
を
受
け
、

戦
前
パ
ク
ガ
イ
ヌ
ー
ン
拳
法
を
沖
縄
の

人
々
が
多
く
住
む
和
歌
山
手
平
に
開
設

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
戦

後
、
和
歌
山
手
平
か
ら
沖
縄
、
大
阪
へ
、

そ
し
て
全
国
へ
伝
承
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
中
国
拳
法
の
色
合
い
が
強
く
、

拳
法
と
武
術
気
功
が
同
時
に
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

武
術
と
い
う
も
の
は
、
宗
教
、
思
想

は
い
っ
さ
い
不
問
、
生
か
し
あ
う
と
こ

ろ
に
武
術
の
真
髄
が
あ
り
ま
す
。

三
戦
（
さ
ん
ち
ん
）
に
形
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
パ
ク
ガ
イ
ヌ
ー
ン
拳
法
は
、

三
戦
に
始
ま
り
三
戦
に
終
わ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

上
地
流
空
手
道
に
は
、
十
三
（
せ
い

さ
ん
）、
三
十
之（
さ
ん
せ
い
り
ゅ
う
）、

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ぺ
（
百
八
）
が
あ
り
ま

す
が
、
日
本
に
は
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ぺ
は

伝
承
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

三
戦
は
気
の
流
れ
を
通
じ
、
不
動
立

心
を
学
び
、
原
始
感
覚
を
磨
く
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
三
戦
は
形
で
は
な
い
と
い
わ

れ
る
由
縁
で
す
。

中
国
パ
ク
ガ
イ
ヌ
ー
ン
拳
法
は
、
原

始
感
覚
を
磨
く
気
功
術
と
、
空
手
の
技

法
の
二
つ
が
相
合
わ
さ
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。�

（
町
田
英
二
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
3
名
、
計
16
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
1
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会
報
告
Ⅰ

波
動
占
星
学
と
運
命
創
造
曼
荼
羅

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

は
じ
め
に
「
運
命
創
造
学
」
と
い
う

言
葉
の
説
明
を
し
ま
す
と
、
従
来
使
わ

れ
て
い
る
「
運
命
学
」
と
い
う
言
葉
に

は
、
ど
う
し
て
も
宿
命
論
的
な
響
き
が

あ
っ
て
、「
変
え
ら
れ
な
い
運
命
を
予
測

す
る
」
感
じ
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
人
間
に
は
生
ま
れ
持
っ

た
カ
ル
マ
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
大
き
な
流
れ
の
方
向
性
は

あ
り
ま
す
が
、
今
世
を
生
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
も
し
そ
れ
が
悪
い
方
向
へ
の

流
れ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
流
れ
を
変

え
得
る
意
味
と
使
命
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。私

が
開
発
し
た「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
メ
ー
タ
ー
」に
よ
っ
て
も
、
一
般
人
レ

ベ
ル
で
P
K
能
力（
念
動
力
）が
測
定
で

き
ま
す
の
で
、
人
間
に
は
自
分
の
想
い

に
よ
っ
て
、
未
来
を
創
る
力
が
あ
る
こ

と
を
自
覚
で
き
ま
す
。

従
っ
て
、
ま
ず
運
命
学
の
基
本
原
理

を
知
っ
た
上
で
、
ど
う
し
た
ら
、
自
分

の
人
生
を
意
味
あ
る
も
の
に
し
、
自
分

の
使
命
を
果
た
せ
る
か
を
目
指
す
の
が

「
運
命
創
造
学
」と
定
義
致
し
ま
す
。

◎
運
命
学
の
基
本
原
理

・ 

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ（
性
格
、
才
能
、
習

慣
）が
運
命
を
つ
く
る
。

・ 

人
間
は
潜
在
意
識
に
お
い
て
、
自
分

が
思
っ
て
い
る
よ
う
な
人
間
に
な
る
。

・ 

内
面
（
心
の
世
界
）
が
外
面
（
現
実

社
会
）に
反
映
す
る
。

・ 

い
つ
も
未
来
を
強
く
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
、
生
き
る
人
間
は
そ
の
通
り
に

な
り
、
そ
う
で
な
い
人
間
は
周
囲
の

人
々
や
環
境
に
振
り
回
さ
れ
る
。

こ
の
原
理
に
従
い
ま
す
と
、
ま
ず
自

分
の
本
来
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
し
っ

か
り
自
覚
し
、
長
所
は
伸
ば
し
、
短
所

は
克
服
あ
る
い
は
長
所
に
変
え
う
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

次
項
で
解
説
致
し
ま
す「
波
動
占
星
学
」

が
大
変
有
効
な
知
恵
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。そ

し
て
、
自
分
が
人
生
に
お
い
て
何

を
一
番
し
た
い
の
か
、
自
分
の
使
命
を

自
覚
し
て
、
方
向
性
を
決
め
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
方
向
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
っ

た
ら
、
自
分
の
P
K
能
力
や
E
S
P
能

力
を
駆
使
し
て
、
行
動
し
、
ト
ラ
イ
&

エ
ラ
ー
で
構
わ
な
い
の
で
、
目
的
を
達

成
す
る
ま
で
、
諦
め
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
P
K
能
力
と
は
、
人
間
の
潜
在

意
識
に
お
け
る
想
い
の
発
信
能
力
で
あ

り
、
E
S
P
能
力
と
は
、
人
間
の
潜
在

意
識
に
お
け
る
人
々
の
想
い
や
未
来
の

●❾ ●



受
信
能
力
で
す
。
以
下
そ
れ
を
図
示
致

し
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
運
命
を
創
造
す
る
た

め
に
、
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
、

曼
荼
羅
状
に
並
べ
た
も
の
が
、
次
頁
の

「
運
命
創
造
曼
荼
羅
」で
す
。

一
番
重
要
な
の
は
、
中
心
枠
の
「
目

標
を
設
定
す
る
」
こ
と
で
、
そ
の
実
現

の
た
め
の
種
々
の
動
因
が
、
周
囲
の
8

枠
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
縦
に
見

て
中
央
の
列
が
、
現
実
の
行
動
要
因
、

右
の
列
が
受
信
（
主
に
右
脳
）
に
関
わ

る
要
因
、
左
の
列
が
、
発
信
（
主
に
左

脳
）に
関
わ
る
要
因
で
す
。

一
つ
一
つ
の
詳
細
な
解
説
は
、
今
後

の
「
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分

科
会
」
で
し
て
い
き
ま
す
が
、
私
の
こ

れ
ま
で
の
人
生
で
得
た
最
終
結
論
は
以

下
の
通
り
で
す
。

◎ 

人
生
は
何
が
あ
っ
て
も
ま
ず
、
与
え

ら
れ
た
命
を
精
一
杯
最
後
ま
で
生
き

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

◎ 

人
生
を
生
き
る
意
味
（
幸
福
）
は
、　

ど
れ
だ
け
人
や
他
の
も
の
を
深
く
愛

し
育
ん
だ
か
、
ど
れ
だ
け
人
や
世
の

中
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
か
が

関
わ
っ
て
く
る
。

◎ 

輪
廻
転
生
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と

関
係
無
し
に
、
右
記
の
方
向
で
、
今

を
楽
し
み
な
が
ら
一
生
懸
命
に
生
き

て
い
る
人
が
、
広
い
意
味
で
悟
っ
た

人
間
で
あ
ろ
う
。（
日
々
是
好
日
）

★
12
星
座
占
い
に
つ
い
て 

現
在
普
及
し
て
い
る「
12
星
座
占
い
」

は
生
ま
れ
た
日
時
に
太
陽
が
あ
っ
た
星

座
を
基
に
診
断
す
る
方
法
で
す
。

太
陽
の
あ
る
星
座
で
そ
の
人
の
性
格

の
核
の
部
分
は
分
か
る
の
で
、
あ
る
程

度
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
診
断
に
は
使
え
ま

す
。

太
陽
は
1
年
間
で
黄
道
（
見
か
け
上

太
陽
の
通
る
天
空
3
6
0
度
の
経
路
）

を
1
周
す
る
の
で
、
ほ
ぼ
生
ま
れ
た
日

で
、
太
陽
の
あ
る
星
座
が
分
か
る
こ
と

か
ら
、
世
の
中
に
広
ま
り
ま
し
た
。

た
だ
、
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
、

太
陽
の
あ
る
星
座
だ
け
で
は
決
ま
ら
ず
、

月
や
惑
星
な
ど
他
の
9
個
の
星
達
の
位

置
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
し
、
出

生
時
刻
で
決
ま
る
上
昇
宮（
A
S
C
：

東
の
地
平
線
に
上
昇
す
る
星
座
）
が
外

見
や
外
面
的
性
格（
他
人
か
ら
見
え
や

す
い
）に
強
い
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、

「
12
星
座
占
い
」は
概
略
の
診
断
で
す
。

星
座
の
変
わ
り
目
に
生
ま
れ
た
人
は
、

年
に
よ
っ
て
同
じ
日
で
も
星
座
が
替
わ

り
ま
す
の
で
、
出
生
時
刻
も
入
れ
た
正

確
な
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）が

必
要
で
す
。

本
格
的
な
波
動
占
星
学
の
話
に
入
る

前
に
分
か
り
や
す
い
簡
易
診
断
の
で
き

る
12
星
座
占
い
を
紹
介
致
し
ま
す
。

太
陽
は
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮

図
）
の
中
で
は
最
も
重
要
な
天
体
で
、

太
陽
が
占
め
る
星
座（sign

）
の
性
格

が
、
そ
の
人
の
魂
の
色
合
い
、
気
質
・

性
格
・
体
質
の
核
・
土
台
、
あ
る
い
は

深
層
意
識
を
示
す
と
考
え
て
よ
い
で
し

ょ
う
。
従
っ
て
、
そ
の
人
の
一
生
に
お

け
る
自
己
表
現
を
潜
在
的
に
方
向
付
け

ま
す
。

★
太
陽
☉
が
牡
羊
座
♈
に
あ
る
人

　
（
3
・
21
～
4
・
19
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
強
烈
な
自
己

主
張
と
情
熱
と
進
取
の
気
性
と
行
動
力

を
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
自
分
に
1

番
関
心
が
あ
り
、
自
分
の
こ
と
を
よ
く

話
し
ま
す
が
、
人
の
話
を
聞
か
な
か
っ

た
り
、
一
人
で
ど
ん
ど
ん
行
動
し
て
し

ま
う
方
で
し
ょ
う
。

・
高
い
理
想
と
向
上
心
を
も
ち
、
自
分

に
適
っ
た
目
的
を
見
出
す
と
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
直
進
し
ま
す
。

指
導
性
も
あ
り
常
に
先
頭
に
立
っ
て
い

た
い
と
い
う
気
持
が
強
い
方
で
す
。
そ

の
結
果
、
自
主
性
、
独
立
心
に
富
み
、

制
限
や
束
縛
を
嫌
い
ま
す
。
女
性
で
社

会
的
に
活
躍
し
て
い
る
人
も
、
こ
の
星

座
の
人
の
割
合
は
多
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。

・
言
葉
は
率
直
で
、
単
刀
直
入
で
す
。

短
気
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
怒
り
や
す
い

が
情
緒
は
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
、
あ
ま

り
あ
と
に
残
さ
な
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。

・
衝
動
的
で
独
断
的
で
軽
率
な
振
る
舞

い
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
生
ま
れ
の
人
の
強
力
な
活
力
を
建

設
的
に
使
う
た
め
に
は
、
相
手
の
立
場

● �●

★精神波ネットワーク★ 

  個 人 
 

                                 顕在 
                                 意識 
                       × × × × ×  ←雑念層 
                          ↑ ↑ ↑ ↑  ↑ 
                    PK←  →PK 
              PK←           潜在意識 →PK 
              PK←                ESP               ESP                 →PK 
            ↑ ↑ ↑ ↑  ↑ ↑ ↑ ↑ ↑  ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑  
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へ
の
深
い
理
解
や
思
い
や
り
を
も
つ
こ

と
と
、
教
養
を
高
め
、
修
養
を
積
む
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う

・
病
種
は
、
頭
痛
、
視
力
障
害
、
脳
卒

中
、
腸
捻
転
、
腸
閉
塞
等
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
牡
牛
座
♉
に
あ
る
人

　

�（
4
・
20
～
5
・
20
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
の
ん
び
り
と

し
た
、
愛
情
深
い
暖
か
い
性
格
で
す
。

決
断
に
時
間
が
か
か
り
、
行
動
力
は
鈍

い
で
す
が
、
一
旦
決
断
す
る
と
、
そ
の

豊
富
な
忍
耐
力
と
持
久
力
で
物
事
は
コ

ツ
コ
ツ
と
確
実
に
や
り
遂
げ
ま
す
。

・
安
全
に
対
す
る
欲
求
が
強
く
用
心
深

い
で
す
が
、
1
度
相
手
を
信
用
す
れ
ば

忠
実
で
頼
り
に
な
る
人
で
す
。
口
も
重

い
ほ
う
で
不
器
用
で
す
が
、
時
々
ポ
ッ

と
出
る
暖
か
い
ユ
ー
モ
ア
が
周
り
の
雰

囲
気
を
な
ご
や
か
に
し
ま
す
。

・
財
産
、
地
位
や
愛
情
に
対
す
る
所
有

欲
は
強
く
、
そ
れ
が
い
い
ほ
う
に
も
悪

い
ほ
う
に
も
働
き
ま
す
。
人
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
好
き
な
ほ
う
で
す
。
結
婚
生

活
は
比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
嫉

妬
心
は
強
い
よ
う
で
す
。

・
美
や
色
彩
、
音
楽
、
味
覚
に
対
す
る

感
覚
は
鋭
く
、
音
楽
、
声
楽
、
芸
術
的

才
能
の
あ
る
人
、
グ
ル
メ
や
料
理
人
に

な
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

・
1
つ
の
こ
と
に
く
よ
く
よ
し
た
り
、

他
人
の
意
見
を
聞
き
入
れ
な
い
よ
う
な

頑
固
さ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
生

ま
れ
の
人
は
、
行
動
に
移
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
何
事
も
意

識
し
て
早
め
に
こ
な
す
習
慣
と
常
に
人

を
援
助
す
る
慈
善
心
を
も
つ
よ
う
に
心

掛
け
る
と
、
運
は
高
ま
り
ま
す
。

・
病
種
は
、
耳
、
鼻
、
喉
、
首
の
病
気

や
糖
尿
病
が
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
双
子
座
♊
に
あ
る
人

　
（
5
・
21
～
6
・
21
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
頭
の
回
転
が

早
く
、
機
知
と
融
通
性
に
富
ん
だ
お
し

ゃ
べ
り
好
き
な
性
格
で
す
。

・
旺
盛
な
好
奇
心
、
知
識
欲
を
も
っ
て

お
り
、
情
報
収
集
能
力
が
高
く
、
ま
た

知
っ
た
情
報
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

と
い
う
衝
動
が
強
い
方
で
す
。
文
才
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
陽
気
で
気
楽
な
感
じ
で
思
い
や
り
が

あ
る
反
面
、
ク
ー
ル
な
面
も
あ
る
二
重

性
を
示
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
こ
の
生
ま

れ
の
人
は
、
い
つ
も
心
の
中
で
、
行
動

す
る
自
分
と
そ
れ
を
冷
静
に
観
察
す
る

自
分
の
、
2
人
を
意
識
出
来
ま
す
。

・
多
芸
多
才
で
、
興
味
の
向
い
た
も
の

●� ●



は
す
ぐ
あ
る
レ
ベ
ル
ま
で
は
マ
ス
タ
ー

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
移
り
気

が
過
ぎ
ま
す
と
、
何
一
つ
も
の
に
出
来

な
い
の
で
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
落
ち
着
き
の
な
さ
を
克

服
し
、
言
葉
に
対
す
る
信
頼
を
保
つ
よ

う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

・
容
易
に
友
人
を
作
れ
る
人
な
の
で
、

人
と
人
を
結
び
つ
け
る
“
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ド
役
”も
得
意
な
ほ
う
で
し
ょ
う
。

・
病
種
は
、
腕
と
肩
、
肺
、
気
管
支
、

神
経
系
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
：
太
陽
☉
が
双
子
座
♊

※
出
生
時
刻
は
推
定
で
す
。

★
太
陽
☉
が
蟹
座
♋
に
あ
る
人

　
（
6
・
22
～
7
・
22
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
直
感
的
な
感

受
性
の
強
さ
と
、
家
族
や
親
し
い
仲
間

を
保
護
し
た
い
と
い
う
強
い
感
情
的
結

び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
外
界
の
印
象
に

敏
感
で
、
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
、

移
り
気
で
む
ら
気
な
面
も
あ
り
ま
す
。

・
ど
ん
な
環
境
に
も
順
応
し
、
適
応
で

き
ま
す
し
、
人
の
心
が
読
め
い
ろ
い
ろ

な
人
と
如
才
な
く
対
応
で
き
る
の
で
、

商
売
や
サ
ー
ビ
ス
関
係
、
ま
た
芸
能
界

の
仕
事
に
も
向
い
て
い
ま
す
。

・
日
曜
大
工
や
料
理
等
の
家
事
が
好
き

で
、
子
煩
悩
な
タ
イ
プ
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
模
倣
力
や
記
憶
力
に
優
れ
て
い

る
の
で
、
語
学
や
演
劇
に
も
才
能
が
あ

り
ま
す
。

・
ま
た
古
い
も
の
に
対
す
る
興
味
や
ロ

マ
ン
を
強
く
感
じ
る
ほ
う
で
、
歴
史
も

の
や
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
や
考
古
学
等
が
好

き
な
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

・
内
外
意
識
が
強
す
ぎ
る
と
排
他
的
な

態
度
に
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
感
情
の
波
が
激
し
い
の
で
、

自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
訓
練
が
必
要
で

す
。

・
病
種
は
、
胃
と
乳
房
と
子
宮
の
病
気

が
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
獅
子
座
♌
に
あ
る
人

　
（
7
・
23
～
8
・
22
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
自
尊
心
が
強

く
、
陽
気
で
開
放
的
で
情
け
深
く
て
寛

大
な
性
格
で
す
。
権
力
や
勢
力
に
対
す

る
欲
求
が
強
い
で
す
が
、
そ
れ
を
得
る

だ
け
の
度
量
の
大
き
さ
と
指
導
力
を
兼

ね
備
え
た
“
ボ
ス
タ
イ
プ
”
の
人
が
多

い
で
し
ょ
う
。
本
番
に
１
番
強
い
星
座

で
す
。

・
人
に
頭
を
下
げ
た
り
お
世
辞
を
言
う

の
は
苦
手
で
す
が
、
人
か
ら
言
わ
れ
る

お
世
辞
に
は
弱
く
て
、
お
だ
て
に
乗
り

や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

・
か
な
り
寂
し
が
り
で
も
あ
り
、
い
つ

も
自
分
の
周
り
に
仲
間
（
慕
う
人
達
）

が
い
る
ほ
う
が
落
ち
着
き
ま
す
。
素
直

で
正
直
で
気
前
が
よ
く
、
社
交
的
で
仕

事
や
遊
び
で
も
人
生
を
真
に
楽
し
も
う

と
し
ま
す
。

・
注
意
点
は
、
う
ぬ
ぼ
れ
や
虚
栄
心
、

横
柄
で
尊
大
な
態
度
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
他
人
の
意
見
を
聞
き
入
れ
る

謙
虚
さ
を
養
う
と
多
く
の
人
々
に
慕
わ

れ
ま
す
。

・
病
種
は
、
心
臓
、
脊
髄
の
病
気
、
高

血
圧
、
動
脈
硬
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
乙
女
座
♍
に
あ
る
人

　
（
8
・
23
～
9
・
22
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
細
部
に
ま
で

気
を
配
る
、
細
か
い
神
経
の
持
ち
主
で

几
帳
面
さ
、
分
析
力
、
批
判
・
批
評
能

力
に
優
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
に

は
人
一
倍
気
を
使
い
、
食
事
療
法
や

種
々
の
健
康
法
を
実
行
し
ま
す
。

・
鋭
い
観
察
力
と
分
析
力
か
ら
専
門
職

や
技
術
者
・
研
究
者
に
な
る
人
も
多
い

星
座
で
す
。
謙
虚
で
遠
慮
深
い
ほ
う
で

す
が
、
内
面
の
自
尊
心
は
高
く
繊
細
で

傷
つ
き
や
す
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。

・
潔
癖
で
正
義
感
が
強
く
、
人
の
ア
ラ

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
人
と
一
緒
に
い

る
と
か
な
り
神
経
を
使
い
ま
す
の
で
、

恋
愛
に
も
奥
手
で
結
婚
も
遅
く
な
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

・
取
り
越
し
苦
労
症
で
失
敗
を
怖
れ
て

行
動
を
制
限
し
た
り
、
他
人
の
批
判
ば

か
り
を
し
て
い
る
と
狭
量
な
人
間
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
要
注
意
。
広
い
視
野

と
寛
容
さ
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
病
種
は
、
盲
腸
炎
や
腸
や
子
宮
の
病

気
、
消
化
不
良
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
次
回
へ
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091



図1　イオン・ボール

5．マクロ・オーブの発生と変化
マクロ・オーブは、電磁波ノイズ並びに室内

光ノイズが存在する（通常の）大気中にオーブ
を発生させるもので、特異効能者は佐藤禎花師

（女性）。これには、多くのビデオ・カメラ動画
やデジカメによる静止画などがある。

地球表面上の大気の成分の大部分は水蒸気
と二酸化炭素であるが、大気電界（約30万V）
や宇宙線放射等のために、水蒸気等は電離し
ていて、例えばH（陽イオン）、OH（陰イオン）、
電子（−）になっている。なお水蒸気がないと、
スピリット・オーブは極めて出現しにくくなる。
空気成分の電離と帯電したエアゾール（埃、微
細塵）によって形成された巴型状の大気陰・陽
イオンボール（オーブ）が絞り込まれて、その上
に相殺ゼロ場（ゼロ点）が形成される。これに
サイ（気）が加算してオーブ（たまゆら）ができ
る。なお、サイ（気）は、電子、プラナ、微細身
素粒子等から構成されており、周波数（波長）
の異なる光子群（PSI-spin群）の集合体である。
また、「スピリット」とは意識要素としてのサイ

（気）がオーブに加算されたものを云う。

5−1）マクロ・オーブ動画の撮影
マクロ・オーブは、様々に変化しながら、何

時も動いている。デジタル・カメラを「望遠ズー
ム」の状態にし、液晶画面上にオーブを呼び込
み（近赤外線域で見る）、情報交換の後、オー
ブが可視光線になってから別置きのビデオ・カ
メラで撮影する。撮影された動画を1/30sec毎
にキャプチャーしてWordに貼り付け、データ
を整理する。
5−2）停止直後の念場

図2をみる。マクロ・オーブとして、意念の
働きによって移動している念場には、いつも、

（1）移動の逆方向に働く「戻し作用」がある。意
念の作用に依って進行し、その途中で停止さ
せた直後には、進行方向に対して僅かに安定
し（戻しも進行もない、固くなる）。他方、逆方
向（戻る）には、僅かに不安定になる（戻される、
柔らかくなる）傾向がある（注3参照）。さらに、
これらの変化は「イオン・ボールの粒」毎に異な
り（各粒間の結合が弱くなる）、ランダムに行わ
れている、と判断できる（注3 参照）。

図2　PKの進行方向に働く戻し作用

（注3）図2の原型としての荷重・変位曲線は、
多結晶体としての軟鋼の焼軟し材で発見され
た。サイ（気）の作用によって結晶粒界が緩む

（結合が弱くなる）と考えると、図2の特異現象
の機構を都合良く説明する事が出来る、と考え
ている。紙数の関係から、詳細は別報で述べる
予定である。

● �●
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決まっており、一枚の写真にはほぼ同一の模様
（表情）が写されてくる、と判断する事ができた。

4．ミクロ・オーブの発生と変化
ミクロ・オーブは、大気中の電磁波ノイズと

室内光ノイズを遮断した暗箱（又はTVビジコ
ン管）内に、約1mm直径の発光体（オーブ、念
光球）を、マクロPKとして、発生させるもので、
念写ならびにオーブの基礎研究として、実施さ
れた。この場合の特異功能者は清田益章師で、
外見上は、通常の意識状態でテストしている様
子にみえた。実験者は小川雄二、佐々木茂美

（サイ科学、5-1、1980、pp.15-20 等参照）で
ある。
4−1）ミクロ・オーブの発生
　実験結果から次の結果が与えられた。（1）ミ
クロ・オーブは陰と陽を相殺させたゼロ場（ゼ
ロ点）において、エネルギー一定条件で発生す
る。（2）発生は意念の作用に依存する。意念に
よりある程度はコントロール出来るが、傾向と
しては、発生よりも意念が遅れる場合（現象が
先、意念による自覚信号は後）が多い。同期性
は−0.5～2 .0 sec程度である。（3）現象は、一
般的には三角形状または台形状の波形として出
現するが、その中には6～8Hz程度の群パルス
を伴っている。（4）同一波形のものは、出難い傾
向がある（毎回とも別）。（5）波形の尖頭値は0.1
～50マイクロA以内（室内光の1/6～1/10程
度、室内光は200～8000Lux）である。（6）パル
ス出現の時間間隔はほぼ正規分布（ほぼ60パル
ス程度、脈拍程度）。（7）焦点（先頭値）の移動
速度は0.2～8mm/sec程度で、指数分布に従う。

（8）出現し存在する時間は0.5～6秒程度、内
容的に充実した送念（ミクロ・オーブ出現）は、
1～4時間の待ち時間（休み）の後に起きる場合
が多い。
4−2）ミクロ・オーブの念場
（1）空間的な広がりは不均一で、局所に集中

する状態（ある偏りを伴う）であるが、時間の
経過につれて変化する。（2）図1に示した状態

の陰･陽の巴型のPSI-spin対群（電子、イオン、
微細身素粒子など）から成るイオン・ボール、
として存在していると推定できる。他方、サイ

（気）はイオン・ボール間（グループ間の）の結合
（膜の強さ）を僅かに弱める作用がある様子であ
る（注1、注2 参照）。

（注1）焼き鈍し処理を施した結晶粒界（原子集
合の壁、粒内は同一原子配列）をもつアルミニ
ウム板と、粒界のない均質材としての木材、竹
材を用いてマクロPKベンデング（巨視PK曲げ）
テストを実施した。最も安定した状態（焼きな
まし）にしたと判断される多結晶体としてのアル
ミニウム板の中のある粒は、PK作用の進行に
伴い、どんどん柔らかくなる（より安定化する）。
他方、ある粒はどんどん硬くなる（加工硬化）。
しかし全体の平均値としては硬化する傾向（PK
硬化現象）にある。つまり、マクロPKの作用に
より（サイ、気、により）、硬さのバラツキがよ
り大になる。他方、結晶粒界のない木材、竹材
には、この現象が起こり難い。これらを総合的
に判断して、サイ（気）は結晶粒界の結合を弱く
する性質があると、判断した（サイ科学、3-1、
1979、pp.3-20）。

（注2）水蒸気（水の）の飽和曲線付近における
オーブ（イオン・ボール）とプラズマモイドの関
係（状況）の実験結果をみると、サイ（気）が多
い場合には、温度を少し下げると、プラズマモ
イドに成りやすい。この理由として、サイ（気）
はオーブ（イオン・ボール）の壁（膜）の結合を
弱める作用が有り、その為に、オーブや水に成
らないで、プラズマモイドに成り易いのではな
いだろうか?

これらから類推する。オーブとしてのイオ
ン・ボール球体は、PSI-spin群（球体）を内部
に含むイオン群の集合体であり、アルミの粒界
と同様な粒界（膜）を持つと考えられる。サイ

（気）の作用に依り、粒間（膜）の結合力が弱く
なる、と判断出来そうである。



1．はしがき
マクロPKとは、意念（変性意識状態近くで

念ずる）と物質とが情報交換を行うもので、現
象は100年以上も前から確認されていたが、機
構は不明であった。また、情報を伝達する物質
は、サイ（気）であると判断されていた。筆者ら
は永い期間にわたりマクロPKの現象を介して、
気（サイ）を知るための実験を行ってきた。気功
水、メタル・ベンデング、透視、念写、オーブ
等であるが、サイ（気）の性質は、ある場合に
は現れるがこの場合には現れていない。

これは実験の目的と内容が異なる為で、実は、
内在しているのではないだろうか、同一機構で
あれば、同じ性質が現れる筈であると考えられ
る。そこで今回は、マクロPKとして、実験結
果を共通の視点で纏め、総合的に解釈する事に
より、マクロPK並びにスピリット・オーブの内
容の検討を試みることにした。

2．サイ（気）が潜在する場所
気功師が放出するサイ（気）を蒸留水に移し

て「気功水」を造り、この変化から気（サイ）の
性質を調べた。「気」の注入によって電気伝導
率は増加する、温度を高めるとさらに増加する、
等から熱活性化過程としてのサイ（気）の活性
化エネルギーを求めて、△H=1.38eVの値を
得た。これは、内容から見ると、近赤外線領域
に属している｡ つまりサイ（気）は近赤外線領域
に潜在している事が判明した。従ってサイ（気）
は非可視であり、五感では感知する事は出来な

い。この応用として、サイ（気）を検知するため
のセンサーを造り、分杭峠などのパワースポッ
ト（気場）のエネルギーの計測などを実施した。
また、ゼロ磁場水を造り植物や淡水魚などの生
育に有効に作用する事を認めた。

3．意識とスピリット・オーブ 
上述したが、スピリット・オーブはマクロPK

として、出現してくる。筆者らが撮影・実験し
てみると、意識とオーブとが直接情報交換して
いる（接触している）と判断出来ることからスピ
リット・オーブは物質面と意識面に関係して存
在している。別報では、指尖脈波のカオス解析

（体内の気）から判断した意識（無意識）とオー
ブとの接触の可能性。オーブの内部模様のフラ
クタル（カオス）解析。出現・撮影の為の条件
設定。オーブの形成過程モデル（仮定）等につ
いて検討した。

結果として（1）スピリット・オーブは呼びか
けに応じ、意識をもっている、霊的な存在であ
る等、「スピリット」の形成・出現には人格要因
が関係する。（2）これらのサイ（気）現象は、基
盤になる現象の変曲点（零場中の零点）で、エ
ネルギー一定条件で生起する。（3）この時の意
識は変性意識状態（ASC）であり、醒めた意識
はむしろ否定的（現象阻止）に作用する傾向が
ある。（4）経験によると、写り込んでくるスピ
リット・オーブ像は円の直径、模様（表情）、色
合い、ヘイロー（halo）などは様 （々ランダム）で
あるが、しかし撮影者（潜在する意識）によって
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